
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    一一般般財財団団法法人人  日日本本建建築築セセンンタターー  

BBCCJJ評評定定  
ごご案案内内  

BCJは、建築基準法に基づく確認検査業務、性能評価業務等のほか、自主事

業として建築物の工法･部材･設備等や建築計画について、建築基準法令その

他の技術基準等に照らして、その性能を評価する評定業務を実施しています。 

BCJ評定業務は、平成 27年 4月 1日より以下の見直しをいたしました。 

１．評定対象に応じて、①工法・部材・設備等評定、②建築計画等評定、 

③建築防災計画評定、④浄化槽試験、の４事業に再編しました。 

２．評定案件の内容に応じた審査方法の合理化を図り、より一層の審査の 

迅速化、お客様の負担軽減を図りました。 

３．希望するお客様に対し、評定結果をまとめた小冊子を作成・発行します。 

４．審査業務の高度化・複雑化等を受け一部の手数料について見直しを行い、 

より簡素で分かりやすい手数料体系に改めました。 



 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ BCJ評定とは 

 

３ 迅速な審査とお客様の負担軽減 

２ BCJ評定の種類・事例 

 

◎露出柱脚設計指針 

建築物等及びこれらの部分の工法や建築物等に用い

られる材料、部材、設備等の性能等にについて、建築

基準法令等の技術的基準への適合性を評価します。 

 

この評定は、評定書の有効期間を 5年間とする「更新

制」のため、評定を更新することにより、法令改正や

評価基準の改正に対応することが可能です。 

 

建築物等及びこれらの部分の建築

計画について、建築基準法令等の技

術的基準への適合性を評価します。 

 

◎高強度せん断補強筋の設計･施工指針 

◎「特別な調査研究」に基づいた設計法 

評定の内容に応じた審査方法の合理化により、審査の迅速化、お客様の負担軽減を図ります。

BCJの職員でもある評定委員等が常駐していますので、技術的なお問い合わせに随時対応して

います。また申込後もスムーズに審査が進むよう、専門知識を有する職員がサポートします。 

◎既存天井の落下防止 

◎津波避難ビル 

◎組立鉄筋 

※上記の「事例」は、一例です。 

具体的な評定対象については、 

お問い合わせください。 

①①  工工法法･･部部材材･･設設備備等等評評定定  

（（一一般般評評定定））  

 

②②  建建築築計計画画等等評評定定  

（（個個別別評評定定））  

 

④④  浄浄化化槽槽試試験験 

★情報提供・情報公開サービス★ 

評定結果については、お客様が取得された「BCJ

評定書」を目的に応じて活用しやすくするため、

希望するお客様に対し、評定結果をまとめた小冊

子「評定概要報告書」を作成・発行し、評定結果

概要を BCJのホームページ上に公開します。 

具
体
的
な
事
例 

◎高度な技術評価を 

必要とする計画等 

具
体
的
な
事
例 

③③  建建築築防防災災計計画画評評定定 

以下の評定・試験も行っています。 

 

 

 

「建築基準法新第 38条認定」及び「旧第 38条認定建築物」への対応 

 
BCJは、建築基準法旧 38条認定建築物の増改築や、新 38条認定について、これまでの評定業
務や性能評価業務等を通じて培った経験、ノウハウ等を活かし、それらの案件に関する相談窓口
を設けるとともに、必要となる技術評価等の実施を通じて、その実現に向けた支援を行います。 

 

BCJ評定は、建築物の工法、部材、設備等や建築計画について、建築基準法令その他の技術的

基準に照らしてその性能を評価する業務です。評定結果は、お客様、行政庁等から高い評価を

いただき、取引先等への技術資料や建築確認等に当たっての判断の技術的根拠資料として活用

されています。 



 

 
 
 
 
   
 
 
 
 
   
 
 
 

    
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 

注：上図の流れは標準的な例です。案件の内容や難易度等によっては、受付時に委員会において「受付審査」を

行う場合があります。また、軽微な変更等、審査簡略化が可能な場合には、「部会審査」を省略し審査手続き

をスピーディに行うことができます。具体的な流れや審査期間等についてはお問い合わせください。 

 

 
 

内 容（注１） 
手数料（消費税 8％が加算されます） 

新規 追加・変更 軽微な変更 更新（注２） 

工法・材料・部材・特定天井等 
に関するもの 

1,200,000円 840,000円 120,000円 300,000円 

基礎に関するもの 
既製杭 1,200,000円 840,000円 120,000円 300,000円 

場所打ち杭 1,500,000円 1,050,000円 150,000円 375,000円 

設備に関するもの 
FRP浄化槽 600,000円 420,000円 60,000円 150,000円 

防災機器 400,000円 300,000円 40,000円 100,000円 
注１：表の内容は代表的な例であり、手数料については標準的な審査を想定したものです。新規、変更、更新と

も申込事項が多岐にわたる場合や審査の難易度により別途算定となる場合があります。表に記載のない事

例、建築計画等評定、その他特殊な構造等の手数料についてはお問い合わせください。 

注２：技術の内容に追加・変更がある場合（軽微な変更を除く）の更新についてはお問い合わせください。

４ 評定の流れ 

５ 評定に要する費用  「工法・部材・設備等評定」の例 

委員から指摘事項があれば、追加検討

書等の作成をお願いします。 

 

事事前前相相談談  

 

受受  付付    

委委員員会会審審査査  

◆担当職員が承ります。 

◆企画段階、開発段階等 

 早い時期からのご相談 

 をお受けいたします。 

 

◆受付後、部会形式により審

査を開始します。 

◆審査は、評定員（2名以上） 

により行います。 

法的取扱い、評価基準等、どのような

内容でもお気軽にご相談ください。 

事前相談には、工法概要・図面・設計

方針等の資料を適宜ご用意ください。 

評定申込書と資料（部数は担当職員に

ご確認ください）をご提出ください。 

◆いつでも受付可能です。 

 （随時受付） 

評評定定書書  

発発行行  

評定書をお受け取りください。 ◆委員会審査終了後、速やか

に評定書を発行します。 

評評定定概概要要報報告告書書  

発発行行  

お客様のご希望により、評定結果をまとめた「「評評定定概概要要報報告告書書」」（有料）

を作成・発行いたします。評定部担当まで、お問い合わせください。 

審査手続き お客様 ＢＣＪ 

部部会会審審査査  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
BCJ評定に関するお問い合わせ・ご相談は、お気軽に下記までご連絡ください 

 

RC、Ｓ構造・基礎・材料関係  評定部  構造課  TEL 03-5283-0465 
住宅構造・耐久性・温熱関係   評定部  住宅課  TEL 03-5283-0467 
設備・建築防災計画関係   評定部 設備防災課 TEL 03-5283-0466 

 

 

 

 

 
 

BCJ評定事業の概要・申込手続き・手数料・委員会日程等については、 

ホームページをご参照ください。各種ダウンロードが可能です。 

 
ＢＣＪ 検索 

★ 建築基準法新旧 38条に関するお問い合わせ・ご相談 ★ 

   防火避難・設備規定関係  TEL 03-5283-0466 

          構造規定関係       TEL 03-5283-0465 
３８条相談窓口 

（平成 27年 4月 1日より） 

2015.04.01 

〒101-8986 東京都千代田区神田錦町 1-9 東京天理ビル  
 TEL 03-5283-0464（代表）  FAX 03-5281-2823 
 E-mail：hyoutei@bcj.or.jp  http://www.bcj.or.jp/ 
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